
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２回宮崎県文化講座 

「宮崎の野生動物」 

-ヒトと動物の関係から考える- 

 

本講座では、講師に宮崎野生動物研究会のメンバーで、 

宮崎の生物多様性の保全をテーマに調査・研究しながら、 

鳥獣害対策にも取り組む環境保全会社に従事している方 

をお迎えし、哺乳類を中心にヒトと動物の関わり方という 

視点でお話をしてもらいます。 

九州にクマは生息していませんが、サルやシカは私たちの 

すぐ近くに住んでいます。このような野生動物とどう接して 

いけばよいのか、その生態や生息環境を理解することで接 

し方が分かるといいます。他にも最も身近に生息している哺乳類のコウモリ類や、

特定外来生物のアライグマについても話をしてもらう予定です。 

 

１ 日 時 ２０２５年１０月２５日(土)午後 1 時半～同３時半 

２ 会 場 宮崎県立図書館 ２階 研修ホール  

３  講 師 岩切 康二 氏（宮崎野生動物研究会） 

４ 定 員 先着１００名 ※事前の申込みは不要 

５ 参加費 無 料 

【講師のプロフィール】  

 1975(昭和 50)年生まれ。宮崎市出身で、大学卒業後に青年海外協力隊

員としてマーシャル諸島へ行った経験がある。その時、地球環境問題

に接したことから、帰国後には宮崎の生物多様性の保全をテーマに調

査・研究しながら、鳥獣害対策にも取り組む環境保全会社に従事し、

日々動物に関わる活動を続けている。  

 

 

 

 

 

 

問合せ・申込み先 情報提供課・郷土情報担当 

Tel：0985－29－2954 Fax：0985－29－2491 

Mail：toshokan@pref.miyazaki.lg.jp 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アライグマ 

 


